

















































 1-3-1 写真における静物表現 
 1-3-2 現代アートにおける静物表現 
 
 










3 章 視覚の再考____________________________________________________p.48 
3-1 見る  
 3-1-1 目の構造 
 3-1-2 ヒトの目  
 3-1-3 サッケードとホックニー 
 4 
3-2 四つの光 
 3-2-1 「自然光」と「人工光」の止揚 
  3-2-2 パラケルスス 「自然の光」 







4 章 作品解説______________________________________________________p.63 





4-2 視覚実験としての静物画の実践 -still life series-  



























































































し、この言葉を元に、still life(英)、stilleben(独)、nature morte(仏)、natura morta(伊)と
いう語が続いていった。still life の語感には奇妙なものがあるが、エリカ・ラングミュア
によると、life や nature が、 「painted from the life」(英)、「après nature」(仏)、
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⽴新美術館編『ウィーン美術史美術館所蔵静物画の秘密展』p.13-23, 2008) p.13 
2 エリカ・ラングミュア著, ⾼橋裕⼦訳『静物画』(⼋坂書房, 2004) p.47 
Langmuir, E. (2001) POCKET GUID: STILL LIFE, National Gallery Company London 
3 シュッツ, p.13 
4 ラングミュア, p.47 









































6 ラングミュア, p.49 
7 ラングミュア, p.49 
8 シュッツ, p.13-14 
fig.1-③ ヤン・ファン・オス 
〈テラコッタの壺に盛られた果物と花〉 






































プリニウス著, 中野定雄・中野⾥美・中野美代訳『プリニウスの博物誌』(〈I・II・III〉, 雄⼭閣出版, 
1986) p.1421 





































12 ラングミュア, p.27 
13 ラングミュア, p.32 
fig.1-④〈卵と獲物〉 



































14 E.H.ゴンブリッチ著, 天野衛・⼤⻄広・⻑野皐訳『美術の物語ポケット版』(ファイドン株式会社, 
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an Jug』(1485頃, 29.2×22.2cm)もあげられる。こちらは⼆連祭壇画あるいは三連祭壇画の⼀枚として、
fig.1-⑤ ロベール・カンパン 
<受胎告知>1415-25 頃 油彩, 61×63.7cm 
fig.1-⑥ ヤコポ・デ・バルバリ〈静物〉 



















































































































20 ラングミュア, p.61-63 
fig.1-⑧ ディエゴ・ベラスケス 






































































21 シュッツ, p.14 
22 アルベルティ著, 三輪福松訳『絵画論』( 中央公論美術出版, 2011) p.43-48  
Leon Battista Alberti, 『De picture』, 1435 
fig.1-⑨ ペルジーノとピントゥリッキオ〈キリストの洗礼〉 


































































24 佐々⽊健⼀著,『ディドロ <絵画論>の研究』(中央公論美術出版, 2013) 

























































ョーペンハウアー著, ⻄尾幹⼆訳,『意志と表象としての世界』(中央公論新社, 2004) Schopenhauer, A. 
(1819, 1844) Die Welt als Wille und Vorstellung , 2巻, p.147-148 
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35 『セザンヌの⼿紙』, p.241 






































37 前⽥英樹著『セザンヌ 画家のメチエ』(⻘⼟社, 2000) p.257-258 
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43 共著, 共訳, 『ART SINCE 1900 図鑑: 1900年以後の芸術』(東京書籍, 2019) p.123  Foster, H. (2016) 
Art Since 1900: Modernism Antimodernism Postmodernism, Thames & Hudson Ltd 



























































































fig.1-⑲ Barbara Kasten <Metaphase 5> 
1986, Cibachrome, 40x30in 
fig.1-⑱ ニエプス〈The Set Table〉1827年頃 
fig.1-⑳ Joel-Peter Witkin  
<Still Life Marseilles> 1994 年 
fig.1-㉑ Man Ray  
<L’ Homme> 1920 年 
fig.1-㉒ Man Ray  
<La Femme> 1920 年 
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fig.1-㉓ Charles Sheeler 
〈African Musical Instrument〉1917年 
fig.1-㉔ Irving Penn 
〈Wormy Apples〉1985年 
fig.1-㉕ Robert Mapplethorpe 
〈デイジー〉1979年 
















fig.1-㉘ Jack Pierson〈A Plate of Figs〉
1996年 
fig.1-㉚ 筆者撮影 























fig.1-㉛ Edeward Weston〈Shels〉1927 年 fig.1-32 Manuel Ålvarez Bravo 
〈Books〉1930年頃 
fig.1-33 Ori Gersht 























































































〈The Listening Room〉 








fig.1-38 Andy Warhol 
〈Cambel Soup Cans〉 


















〈Picture and Pitcher〉1977年 
95×40×24 1/2” 




fig.1-40 Andy Warhol〈Skull〉 
1976 年 180.5cm×201.2cm 
fig.1-41 ロイ・リキテンスタイン 










fig.1-43 Tom Wesselmann 
〈Tulip and Smoking Cigarette〉 
1983 年 82×121×74” 
 
fig.1-44  Sheltens & Abbenes 
〈Still Life Without food, #4〉2001年 
 
fig.1-46 Gerhard Richter 
〈Skull with Candle〉1983年 
 
fig.1-45 Christo 
〈Pckage on a table 1961〉 











〈陶器〉1658~64 年, 46×84cm 
fig.1-47 福田美蘭〈陶器〉 































fig.1-○51  Sam Taylor-Wood 
〈A little Death〉2002年 35mm film/ DVD 
fig.1-○52  小瀬村真美〈薇〉 
2003年 ビデオインスタレーション 
 





fig.1-○54  小瀬村真美 
〈抜き出された布«Drape»より〉 
2018 年 ジクレープリント 
93×220×90cm 
 
fig.1-○55  伊庭靖子 
〈Untitled 2018-02〉 
2018 年 油彩、カンヴァス 
83×130cm 
 
fig.1-○57  ゲオルグ・バゼリッツ 
〈The Motif: Evening Atmosphere〉 
1988 年 油彩、カンヴァス 
162×130cm 
 
fig.1-○56  ジョルジョ・モランディ 
〈静物〉 



































47 Encyclopœdia Universalis France S.A. 2008, p.945  
48 奥本⼤三郎著「ナチュール・モルト」(⽊島俊介編 『ART GALLERY テーマで⾒る世界の名画 6 静物
画』(集英社, 2018) p.90-91) p.90 
49 菅野 晶訳, 国⽴新美術館編『ウィーン美術史美術館所蔵静物画の秘密展』p.80 
50 ßLes Dictionnaires LE ROBERT, 1985 カナダ版 
fig.2-① ヤン・ウェーニス<死んだ野兎>  






































けだ。」 布施英利著『死体読本』(翔泳社, 1994) p.20-21 
52 ジョルジュ・バタイユ著『エロティシズム』(筑摩書房, 2004) P.70-71 





























53 バタイユ, p.62 












































57 森洋⼦著『シャボン⽟の図像学』(未來社, 1999) p.109 
58 森, p.110 
59 森, p.111-112 



































61 「エロティシズムとは、死におけるまで⽣を称えることだと⾔える」バタイユ, p.6 
62 森, p.117 
63 「1425年、パリのレ・ジノサン墓地に「死の舞踏」が描かれる。」エミール・マール著, 共訳, 『中世
末期の図像学 下』(国書刊⾏会, 2000) p.80 
Mâle, É. (1908) L'art religieux de la fin du Moyen Age en France 
64 「いくつかの資料が、「死の舞踏」はまずある劇の形で出現したことを証明している」マール, p.94 
65 マール, p.94 









































































70 ゴンブリッチ, p.52 
fig.2-④ google マップ 
fig.2-⑤ トトメス４世の墓壁画 



































































































⽣』(草思社, 2006) p.238 
Parker, A. (2003) In the Blink of an Eye, Free Press 






































73 パーカー, p.244 
74 パーカー, p.252 
75 ⼤⼭正著,『⾊彩⼼理学⼊⾨』, (中央公論新社, 1994) p.96-97 































77 Tom Stafford, Matt Webb, 夏⽬⼤訳『MIND HACKS』(オライリー・ジャパン, 2005)  p.48 
Stafford, T. ＆ Webb, M. MIND HACKS, Oʼreilly Media Inc, 2004 











































V.S.ラマチャンドラン, サンドラ・ブレイクスリー著 『脳の中の幽霊』(⾓川書店, 1999) p.100-101 
Ramachandra, V.S. ＆ Blakesle, S. (1998) Phantoms in the brain: probing the mysteries of the human 
mind, William Morrow Paperbacks 
元の論⽂は WeisKrantz,L.(1986) Blind sight, Oxford University Press 
































































fig.3-② David Hockny 
 <Christpher Isherwood Talking to Bob 
Holnman, Santa Monica, Mar 14th, 
1983(detail)> 1983 
fig.3-③ David Hockny  



































82 『図解ポートレイトライティング』(⽞光社, 1995) p.4 
83 『図解ポートレイトライティング』(⽞光社, 1995) p.6 





































85 『図解ポートレイトライティング』(⽞光社, 1995) p.9 
86 さとう健著,『写真的造形技術 ライティングのデザイン理論』(⼯学図書, 1967) p.7 





































87 『⼈物ライティング デジタル時代にも役⽴つライティングテクニック』(2005, ⽞光社) p.10 
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ルネウスはこれをアルケウス［始源者］と同⼀視している」ユング,『結合の神秘Ⅰ』p.81 
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100 マイケル・R・テイラー, 「レディメイド」(マシュー・アフロン他著, 『デュシャン ⼈と作品』p, フ
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103 『美術⼿帖 1994 12⽉号』(美術出版社, 1994) p.64-65 
fig.4-① Joseph Kosuth 


































104 ミシェル・サヌイユ著, 北⼭研⼆訳『マルセル・デュシャン全著作』(未知⾕, 1995) p.287-288 
Sanouillet, M. (1975) Marcel DUCHAMP: DUCHAMP DU SIGNE, Flammarion 
fig.4-② ジョセフ・コスース 
<Titled (Art as Idea as Idea) The Word 
"Universal"> 1967 




































<One and Three Shovels> 1965 
fig.4-⑤ Marcel Duchamp 
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この図書館には、どうやら、22文字のアルファベットとピリオド、コンマ、文字仕切り































































































fig.4-⑨ Matthew Barney 
 <Drawing Restraint> 
 
fig.4-⑧ Matthew Barney <Drawing Restraint> 
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 2)fill 













4-2 視覚実験としての静物画の実践 -still life series- 
















fig.4-⑪ still life series 20181229_1 
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fig.4-㉓ 松岡寿  
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fig. 4-㉖ 田中, 同論文より 
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提出したのは 2019 年の 12月、最終稿ができたのは 2020 年だったので、延べ 8年間に
わたり静物画をメインテーマにしてきた。2019 年に論考をまとめている際に、指導教官
である伊藤先生から、静物画は「nature morte」であるのにそれについての記述がない、
と指摘を受けた。しかし本論文の 1章にあたる部分に「nature morte」を書き入れること
が難しく、それで静物画は「still life」と「nature morte」の２つに分けて考える必要が
あるのではないかと気付かされた。以後それは静物画を見るときの新しい視点になってい
る。また本論考におけるキュビスム以降の静物画の諸展開、の項は主として図版を中心に
しているが、思想面も含め、現代における静物画の研究に不足があることは今後の課題と
したい。 
本論考を書くにあたって、適宜指導を下さり、また学校の庶務でも大変お世話になり、
不出来な私を最後まで見捨てずに励ましてくださった伊藤俊治先生、また修士課程におい
て脳科学の勉強会及び、理化学研究所にて研究者と会う機会を作ってくださり、折に触れ
て声をかけてくださった古川聖先生、論文構成についてヒントをくださり、またウォーホ
ルの「キャンベルスープ」が静物画だという私自身にとっての盲点を指摘してくださった
布施英利先生、一貫して写真の観点から作品をみてくださった鈴木理策先生、また脳科学
について助言をくださった中谷裕教先生、佐藤多加之氏、学部生の時にコンセプチュア
ル・アートについてご教授くださった故木幡和枝先生、ドローイングの視野を広げてくだ
さった故渡辺好明先生、適宜講評をくださった先生がた、講師の方々、フランス語文献の
解説をしてくれた小屋竜平氏、手伝ってくれた友人、支えてくれた家族に、この場を借り
て心より感謝を申し上げます。 
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